
令和2年度

事　業　報　告

社会福祉法人　勝山市社会福祉協議会



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 法人運営事業 法人運営事業 法人運営全般 第１層（全市）

会費 寄附金 その他 計

3,296,000 760,346 858,678 4,915,024

人件費 事業費 事務費 退職積立金 計

3,377,825 1,351,568 385,266 67,108 5,181,767

事業概要

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

4月13日 11月13日

理事13・監事2 理事13・監事2

6月4日 3月11日

理事12・監事2 理事11・監事2

日・出席人数 内容 日・出席人数 内容

6月19日 3月26日

評議員18
理事10・監事2

評議員16
理事5・監事2

11月20日

評議員18
理事8・監事2

R2振り返り

法人運営事業

予算区分

収入（円）

役職員研修会：令和3年3月12日（金）18：30～20：45　34名参加

補助金の新規獲得に努めた。コロナ禍での労務管理など、様々な変更点に追われた

支出（円）

予算・決算・補正予算の決議、法人運営

事業報告

①毎月収支報告書の提出　②事業収入の安定化　③事業経営の透明性の確保

理事会　

常務理事・事務
局長選任につい
て（書面決議）

補正予算

令和元年度決
算・事業報告、
補正予算

補正予算、令和
3年度予算、事
業計画、

評議員会

令和元年度決
算・事業報告、
補正予算

　　「ほっとけない！地域づくりを考える」　講師　ご近所クリエーター　酒井　保　氏

補正予算、令和
3年度予算、事
業計画、

補正予算
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 法人運営事業 退職積立金事業 退職積立金事業 第１層（全市）

各階層より 計

4,081,108 4,081,108

退職給付預け金 計

4,267,560 4,267,560

事業概要

R2振り返り

退職積立金事業

令和2年度は退職者なし

予算区分

収入（円）

支出（円）

全国社会福祉協議会が運営する退職積立基金事業と契約加入し、退職金として積み
立てている

事業報告

　退職給付積立基金預け金　51,587,590円

　全社協へ、退職金掛金を納付　総額　4,267,560円　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 法人運営事業
社会福祉事業基

金運営事業
社会福祉事業基

金運営
第１層（全市）

寄附金 受取利息 計

40,887 93,262 134,149

社・基金積立金 計

40,887 40,887

事業概要

R2振り返り

拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 法人運営事業
ボランティア基金

運営事業
ボランティア基金

運営
第１層（全市）

受取利息 計

6,200 6,200

計

0

事業概要

R2振り返り
現在寄附金は、ボランティア基金ではなく、社会福祉事業基金での受け入れを優先し
ている

収入(円）

ボランティア基金運営事業

予算区分

ボランティア基金寄附金の受け入れ、基金の管理・運用

事業報告

支出（円）

ボランティア基金　受入れ　0件　　　  0円　 　　　　合計　　8,725,201円

社会福祉事業基金運営事業

予算区分

社会福祉事業寄附金の受け入れ、基金の管理・運用

事業報告

定期預金にて基金を管理しているが、利息が低く事業に活用できる状況ではない。基
金の検討委員会はコロナ禍で思うように開催することができなかったため、次年度に
引き継ぐこととする

支出（円）

収入（円）

社会福祉事業基金　　受入れ　7件　40,887円　　　　　合計　202,860,656円
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 地区社協活動事業 地区社協事業 第３層（地区社協）

市補助金 計

4,620,000 4,620,000

人件費 事業費 助成金 計

154,000 51,000 4,415,000 4,620,000

事業概要

R2振り返り

地区社協活動事業

　　　　　　　　講師　ご近所福祉クリエーター

　　　　　　　　参加者　34名

R2年度で、前進した地域と、立ち止まった地域の格差が大きく開いた。地区社協コー
ディネーターと協力し、更に地域に対しての仕掛けを工夫していく必要性がある

予算区分

・研修会　11月21日（土）　「新型コロナウイルスを正しく知ろう」

　　　　　　　　講師　福井大学　地域医療推進講座

　　　　　　　　参加者　19名、オンライン参加者　5名

・（再掲）役職員研修会　令和3年3月12日（金）　「ほっとけない！地域づくりを考える」

収入（円）

支出（円）

住み慣れた地域でいつまでも暮らすことを目的に、小地域での身近な福祉活動拠点
としての役割を持ち、きめ細かな福祉を展開する。

・地区社協コーディネーター会議　　年間11回実施

事業報告

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　山村　修　先生

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　酒井　保　氏
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 給食サービス事業 給食サービス 第3層（地区社協）

共同募金 市受託金 利用者負担金 計

611,910 1,741,590 1,176,750 3,530,250

人件費 事業費 助成金 計

200,000 788,470 2,541,780 3,530,250

事業概要

R2振り返り

給食サービス事業

一度も手作り弁当を提供できなかった

予算区分

合計4,707食の配食を行った。業者弁当を配達することにより安否確認を行った

収入（円）

支出（円）

６５歳以上の①一人暮らし②高齢者のみの世帯③高齢者と障害者のみの世帯で調理
が困難で見守りが必要な人に対し、各地区社協ごとに給食サービスを提供する

［弁当発注先］

風の郷、縄文の里、ハニー中吉、新鮮館、バロー、アサヒフード、かじ惣、フレッシュラ
ンチ、フルハウス、健康長寿食クラブ、魚山内、中村屋　など

事業報告

縄文の里お弁当（一例） 新鮮館のお弁当（一例）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉救援活動事業 福祉救援活動事業 第1層（全市）

共同募金 計

2,000,000 2,000,000

事業費 固定資産 計

683,133 1,331,583 2,014,716

事業概要

R2振り返り

地域福祉救援活動事業

コロナ禍で以前より行ってきた研修や設置運営訓練等の実施ができなかった。
大雪で災害VCを設置したが、構成団体・協力団体の協力を得ることができず、意識付
けをどのように行うと良いか課題に感じた

予算区分

収入（円）

支出（円）

災害に備えた物資の準備並びに研修への参加。また、災害発生時は災害対応のた
めの資金調達や災害ボランティアセンターの立上げ・運営、さらには職員を現地に派
遣する等を行う

●勝山市災害ボランティアセンター連絡会
‣勝山市災害ボランティアセンター連絡会　会議　１回

●令和3年豪雪による災害ボランティアセンター立ち上げ

‣日本商運（株）様よりパン寄付　2回

‣赤い羽根共同募金「災害支援制度」による『活動拠点事務所』の支援資金活用
（購入品一例）

事業報告

件数

除雪機
ホワイトボード 3枚

ガス対応発電

依頼を受け、買い物

した食材を依頼者

宅にお届けしている

様子

灯
油
ス
ト
ー
ブ

2
台
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業
住民参加型在宅福祉

サービス
住民参加型在宅福祉

サービス和美さん
第1層（全市）

事業収入 計

123,000 123,000

事業費 計

142,982 142,982

事業概要

協力会員 3人 斡旋件数 98件

利用会員 5人 実働時間

R2振り返り

住民参加型在宅福祉サービス事業

実績報告

175時間（送迎、掃除等）

本来なら県外の家族が対応してきたことがコロナ禍でできなくなり、当サービスへの依頼が入
り対応したケースもあった

予算区分

収入（円）

支出（円）

住民の相互扶助を推進することを目的に、サービスを有料制で行い、在宅福祉の増進を図る
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業
地域ふれあいサロン

事業
地域ふれあいサロン

事業
第3層（地区社協）

市受託金 計

4,137,500 4,137,500

人件費 事業費 助成金 返還金 計

30,000 211,000 2,032,500 1,864,000 4,137,500

事業概要

R2振り返り

地域ふれあいサロン事業

　
・各地区サロン実績

R2.5月までのサロン事業中止により、開催回数が減少し、市への委託金の返還が生
じた。5月以降については、開催を重ねた地域と、開催できなかった地域の差が激しく
なった

予算区分

収入（円）

支出（円）

高齢者の生きがいや社会参加、健康づくり、閉じこもり防止を目的に集まれる場所の
提供

事業報告

・「勝山市版　新しい生活様式」を取り入れたふれあいサロンの開催について研修会

対象者

職員等

介護：永井  包括：藤澤  市社協：反保、久永

介護：小林  包括：宇都宮  市社協：田村、久永

介護：林  包括：竹田  市社協：⾧谷川次⾧、久永

介護：永井  包括：宇都宮  市社協：⾧谷川あ、久永

介護：林  包括：藤澤  市社協：⾧谷川次⾧、久永

介護：永井  包括：竹田  市社協：田村、久永

介護：林  包括：藤澤  市社協：⾧谷川あ、久永

介護：小林  包括：藤澤  市社協：反保、久永

介護：小林  包括：藤澤  市社協：久永

介護：永井  包括：藤澤  市社協：⾧谷川次⾧
鹿谷公民館 30人7月17日 金 10:00 ～ 鹿谷

19人

14人

10人

9人

9人

10人

6人

20人

17人

遅羽 遅羽公民館

6月12日 金 13:30 ～ 荒土 荒土公民館

6月11日 木 13:30 ～

野向公民館

6月10日 水 13:30 ～

6月10日 水 10:00 ～

猪野瀬公民館

6月3日 水 13:30 ～

村岡 村岡公民館

平泉寺 平泉寺公民館

勝山
教育会館

3階第1研修室

6月9日 火 9:30 ～ 野向

6月22日 月 9:30 ～ 猪野瀬

地区社協名 場所 参加人数

北郷 北郷公民館

6月8日 月 13:30 ～

開催日 曜日 時間

北谷 北谷コミセン6月17日 水 10:30 ～
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 日常生活自立支援事業 日常生活自立支援事業 第１層（全市）

県社協受託金 利用料 計

8,184,000 1,370,700 9,554,700

人件費 事業費 事務費 固定資産 退職積立金

8,227,000 407,595 22,269 276,243 262,000

その他 計

5,000 9,200,107

事業概要

R2振り返り

日常生活自立支援事業

　　　　　　　　　　＊成年後見制度への移行数2件

将来を見据えた生活設計（収支計画等）の必要性を理解してもらうことが難しかった。
将来的に地域での生活が難しくなる可能性がある利用者に、今のうちから備えていけ
るように支援していく必要性を感じた

　　　　　　　　　　　・奥越自立支援協議会　1回

　　　　　　　　　　　・生活支援員研修会　1回

　　　　　　　　　　　・個別ケア会議、モニタリング　28回

予算区分

収入（円）

自立して地域で生活が送れるよう、福祉サービス利用、日常的な金銭管理などを支援

事業報告

●相談件数等　　・相談件数　延919件

　　　　　　　　　　　・契約件数（新規）6件（認知症等5件、知的1件、精神0件、その他0件）

　　　　　　　　　　＊総契約数83件

●研修会、連絡会等

支出（円）

　　　　　　　　　　　・相談件数　延920件
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 福祉総合相談事業 福祉総合相談事業 第１層（全市）

市受託金 計

1,464,000 1,464,000

人件費 事業費 返還金 計

225,000 1,106,260 132,740 1,464,000

事業概要

R2振り返り

●年金労務相談15件（前年度　13件）

【毎月第１水曜日9：00～13：00　年間13回開催】

福祉総合相談事業

【毎週水曜日18：00～20：00（要予約）】

4、5月は緊急事態宣言に伴い相談の中止が3回、電話対応で1回行った。
また１月の大雪の際も中止となった。
どのような状況にあっても相談者はおられるので、感染症対策をとり対応した。

予算区分

収入（円）

支出（円）

法律、労働、年金の専門相談を実施。一般相談は職員が随時対応し、専門機関につ
なげる

【月～金曜日平時の相談については職員が対応】

【毎月第2水曜日（13：30～16：30）第4水曜日（9：00～13：00）　年間24回開催の内、
3回コロナにより中止・2回TEL対応】

●夜間相談0件（前年度　0件）

●法律相談128件（前年度　108件）

●心配ごと相談49件（前年度　116件）

事業報告

相談室にパーテーション

を設置しました
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 家族介護支援事業 家族介護支援事業 第1層（全市）

市受託金 計

53,900 53,900

計

0

事業概要

●内容

R2振り返り

家族介護支援事業

事業報告

●実施回数　10回

介護用品の使い方（ベッド、シャワーチェアー、浴槽台）、体の動かし方（体位交換、ポジショニ
ング）、排せつ介助(ポータブルトイレの移動、おむつの当て方、交換）、介護食の作り方（ミキ
サー食、トロミの付け方）、食べさせ方、口腔ケア、介護に対しての不安の相談などに対応し
た

この事業を利用し、訪問サービスにつながったケースや訪問サービスの利用を開始してから
支援事業につなげたケースもあった。
また、”介護”に対し不安から自信に変わった方、介護することに対し「無理はしなくていいん
ですね」と、穏やかに介護に向き合うことができた方などがおられた

予算区分

収入（円）

支出（円）

介護の専門家を対象家庭に派遣し、介護の方法の指導や相談を行う
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 地域福祉推進事業 訪問型サービスＡ事業訪問型サービスＡ事業 第１層（全市）

介護保険事業 利用料 計

62,586 6,954 69,540

人件費 事業費 その他 計

38,602 11,250 19,200 69,052

事業概要

R2振り返り

訪問型サービスＡ事業

事業報告

軽度な家事援助（買い物・掃除）を訪問介護員が行った

訪問型サービス対象から要介護状態になり、介護保険へ移行した方がおり件数減に
なった
コロナ禍で、感染予防に努めながら訪問を実施した

予算区分

収入（円）

支出（円）

介護認定の対象とならないが、勝山市が家事の一部援助が必要と認めた方への必
要な家事支援

令和２年度 令和元年度
利用延べ人数 14名 48名
延べ訪問回数 57回 198回
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター運

営事業
ボランティアセンター

事業 第1層（全市）

その他の収入 受取利息 計

29,300 21 29,321

事業費 計

185,663 185,663

事業概要

R2振り返り
全体会や各部会は何とか開催ができた。チャリティー映画は全体会で協議の結果中
止となった。また、年の市も中止となり周知活動ができなかった。全体的に活動の場を
制限された一年だった

●第３４回チャリティー映画会　「しゃぼん玉」　3/6上映予定→新型コロナウィルス拡大防止
のため中止

予算区分

収入（円）

支出（円）

ボランティアセンター運営委員会の運営。企画・広報部会の開催。ボランティア活動団体、個
人を活動先とマッチングする。依頼・活動相談、保険の窓口となる。また、ボランティア育成の
ための研修を実施する

●ボランティアセンター運営委員会　7回（内、全体会3回、企画部会1回、広報部会2回）
・勝山ボランティアセンター広報活動
①ココドンストラップ【500個作成、残309個】　１コ1,000円で販売
②ココドンクリアファイル【2000枚作成、残672枚】1枚100円で販売
③ココドンLINEスタンプ【1セット（40個）】120円で販売
④ココドンスタンプ作成（6種類）各小中学校にも活用してもらう
⑤ココドンシール【5000枚作成、残4492枚】2枚1組100円で販売
⑥ココドン付箋【1000個作成、残885個】100円で販売
・市民啓発推進事業　年6回　「社協からこんにちは」紙上に情報掲載

ボランティアセンター運営事業

●ボランティア研修会　3/13（土）すこやかにて　講師：岡本克己氏　50名参加

●収集活動
　［エコキャップ］福井テレビへ運搬　年5回　運搬数約255,420個（ワクチン約297名分）
　［使用済みカラープリンターインク］買い取り業者へ輸送した
　［ベルマーク］ベルマークを収集している学校へ寄贈した
　［使用済み切手、使用済みテレフォンカード、未使用文房具］市社協窓口で回収

●勝山ボランティア団体交流会の開催　11/25（水）　12団体25名・スタッフ3名参加
登録ボランティア団体同士のつながりの強化、また、コロナ禍における活動のヒントやボラン
ティア自身の健康維持を目的に開催。勝山市教育会館を会場に、「新型コロナウイルスととも
に生きるということ」講座と理学療法士中村こと美氏より「脳トレ体操」を教わり交流会を図った

事業報告

●福祉学習交流会→新型コロナウイルス拡大防止のため中止

ストラップ
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
ボランティアセンター運

営事業 預託配分事業 第１層(全市）

寄附金 計

22,000 22,000

助成金 計

30,000 30,000

事業概要

R2振り返り

●火事見舞金　3件30,000円
［前年度繰越金3,061,172円＋今年度預託金22,000円-火事見舞金30,000円＝
3,053,172円…次年度へ繰越］

払い出しのニーズに答えることができた。迅速に対応することができた

預託配分事業

予算区分

収入（円）

支出（円）

市民からの寄付金・物品の受入、払い出し。　市内で火災が発生した際に見舞金を払い出す

事業報告

●物品　【預託】48件 (紙おむつ、パット、下着、衣類、マスク、毛糸、洗剤、お雛様、エ
レクトーン、米、フェイスタオル等）

●金銭預託(ボランティア運営事業へ）　3件　22,000円

●物品　【払い出し先】34件（介護保険事業所、生活困窮者、生活保護受給者、こども
園等）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
つながりの輪づくり

推進事業 すこやかフェスタ 第１層（全市）

県社協受託金 計

105,000 105,000

事業費 計

105,000 105,000

事業概要

R2振り返り

つながりの輪づくり推進支援事業

コロナ禍によりすこやかフェスタや他のイベント等も中止になり、周知ができなかった

予算区分

収入（円）

支出（円）

すこやかフェスタを通じて地域のつながりの輪づくりを推進する

●今年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のためすこやかフェスタは中止

事業報告

●勝山ボランティアセンター運営委員会がボラン
ティア 活動への参加促進や ボランティア活動を通
じた地域福祉の強化を図るために、事業を企画し
実施してきた。コロナ禍で、事業はできなかった
が、センター周知についての協議などは行い、公
式キャラクター「ココドン」を用いた「ココドン付箋」を
製作した。これらの物品販売等を通じて市民へ周
知を行った（随時）。
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 ボランティア活動事業
地域いきいき

ボランティアポイント事業
地域いきいき

ボランティアポイント事業 第１層（全市）

市受託金 計

1,090,500 1,090,500

人件費 事業費 助成金 計

900,000 162,000 28,500 1,090,500

事業概要

事業報告

R2振り返り

地域いきいきボランティアポイント事業

　
●参加登録者数・・・男性／18名　　女性／87名　　合計／105名
●ポイント引き換え者・・・9名
●引き換え額・・・28,500円

コロナ禍で多くの登録者が活動の場を制限され、ポイントを集めることができなかった

予算区分

収入（円）

支出（円）

高齢者の社会参加や生きがいづくりを促進するために、高齢者に関するボランティア
活動をポイント制にし、集まったポイントを商品券などに換金する
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業
障害児・者

福祉活動事業
車両・介護機器等

貸出事業 第１層（全市）

共同募金 負担金 計

409,863 47,000 456,863

事業費 事務費 計

377,122 14,900 392,022

事業概要

事業報告

R2振り返り

障害児・者福祉活動事業

　
●リフト付き車両貸出事業　軽自動車（タント）48件　ワゴン車（ハイエース）1件　合計49件
・介護機器貸し出し事業　（新規貸出分のみ）
〈物品貸し出し〉介護用ベッド5件　車椅子44件　その他の介護機器4件
〈各事業への貸し出し（選挙・福祉学習）〉車椅子4件
〈保有台数〉ベッド37台　　車椅子71台　　歩行器2台
＊ギャッジベッドは平成27年度より原則貸出中止（電動ベッドのみ貸出可）
●在宅障害者「ふれあいの部屋」開催時送迎支援

利用については口コミでの広がりを感じるが、更なる周知の必要性を感じた。貸出しの手順を
変更したが、混乱はなく昨年度よりスムーズに行えている

予算区分

収入（円）

支出（円）

車椅子対応の福祉車両の貸出、福祉用具、介護機器の貸し出しサービス

貸出し用軽自動車（タント）

18



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分金事業
児童・青少年
福祉活動事業

貸出・福祉教育
推進事業 第１層（全市）

共同募金 負担金 計

559,000 16,000 575,000

事業費 事務費 助成金 計

324,166 5,000 360,000 689,166

事業概要

R2振り返り

児童・青少年福祉活動事業

●福祉学習交流会→新型コロナウイルス感染防止のため中止

●福祉担当教諭連絡会　蜜を避けるため学校を個別訪問。小学校10校、中学校3校を回り、
福祉教育の取り組みなど説明や事例の紹介を行った

5月末までの休校で、福祉担当教諭連絡会も開催できず、各学校へ出向き個別に昨
年度の活動状況紹介等を行った。授業日数が少なく、学校へ出向くことも難しい状況
であったが、オンライン・録画での当事者との交流や啓発事業を実施した。しかし、R１
年度に比べ依頼や福祉教育実施校数は減った

・福祉の学習と高齢者理解のため、シニア体験、点字、アイマスク、赤ちゃんお世話体験・妊
婦体験、車椅子等の擬似体験を行った。これらを通して「お互い様の関係づくり、人にやさし
いまちづくり」を考えるきっかけとした。また、コロナ禍のため地域との交流ができない中、地
域サロンで活用できるよう、児童生徒が「フレイル予防体操」などを収録したDVDを作成し、地
域に寄贈した

●学校との年間打ち合わせ回数　 19回、　年間授業・クラブ活動への支援回数　 24回

予算区分

収入（円）

支出（円）

チャイルドシート・ジュニアシート・ベビーカーの貸し出し。学校の福祉学習時に福祉教育指導
員・ゲストティーチャーを派遣し、身近なところでの「ふだんのくらしのしあわせ」を体験できる
機会を提供する

●乳幼児用品貸し出し事業
　　　　チャイルドシート（8件）ジュニアシート（6件）ベビーカー（0件）貸出
　　　（昨年度　チャイルドシート（19件）ジュニアシート（10件）ベビーカー（5件）貸出）

●依頼があった小中学校へ出向き、地域共生社会づくりに向けて取り組めるプログラムの打
ち合わせを担当教諭と綿密に行った

●小中学校の授業やクラブ活動へ延べ28名の福祉教育指導員とボランティア、ゲストティ
チャー、地区社協コーディネーター、職員等の派遣を行い活動した

事業報告

チャイルド

シート

ジュニア

シート

ベビーカー
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
福祉育成

援助活動事業
すこやかフェスタ 第１層（全市）

中央共募 共同募金 計

450,000 654,090 1,104,090

人件費 事業費 助成金 固定資産 計

268,000 436,112 50,000 143,400 897,512

事業概要

支援対象者 扱った食品量

107名 297㎏

食品提供協力
企業

参加
ボランティア数

4団体 延べ15名

R2振り返り

●すこやかフェスタ開催事業　→　新型コロナウイルス感染防止のため中止

●共同募金　赤い羽根　新型コロナウイルス感染下の福祉活動応援キャンペーン「フードバン
ク活動等応援助成第2回助成金」に応募し、米保冷庫、精米機等を購入。生活困窮世帯への
現物配分に対応した。

［活動期間］　　令和2年9月1日～令和3年3月31日

中央共募より、「フードバンク活動等応援助成」をいただいた。その助成金で米保冷
庫、精米機、冷凍庫を購入することができた。食材や米を長期保管することができた
ため、大雪や、コロナ禍で生活に困窮している方々に、食糧を現物配分でき非常に喜
ばれた

事業報告

予算区分

収入（円）

支出（円）

主にすこやかフェスタを開催

福祉育成・援助活動事業

冷凍庫

精米機

米保冷庫
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
歳末たすけあい

配分金事業
歳末たすけあい

配分金事業 第１層（全市）

共同募金 計

2,186,459 2,186,459

事業費 配分金事業 計

311,640 1,593,000 1,904,640

事業概要

事業報告

R2振り返り

　歳末たすけあい配分金事業

生活保護受給世帯への現物（米）配分については制度の中で「歳末一時金」が支給さ
れることから、次年度の配分は廃止になった。また、寄付額減少に伴い、高齢者の給
食サービス事業への食材費補助が次年度よりできなくなった。個別配分は1世帯
10,000円を配分することができた。世帯の状況に応じ、現金ではなく、現物（米）配分で
対応したところもあり、柔軟に応じることができた

予算区分

収入（円）

支出（円）

民生委員さんに要援護世帯調査を依頼。準要保護世帯については教育委員会に協力を要請
する。対象となる援護を要する世帯から申請をもらい、個別配分の可否を委員会で審査し、可
世帯に対し個別配分を行う。その他の配分先は、「歳末たすけあい配分委員会」で検討、決
定される
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
ボランティア

活動育成事業
ボランティア

活動育成事業 第１層（全市）

共同募金 計

159,000 159,000

事業費 計

52,257 52,257

事業概要

R2振り返り

●福祉教育担当教諭研修会　→　新型コロナウイルス感染防止のため中止

ボランティア研修会はコロナ禍での開催となったが、比較的たくさんの方の申込があり、皆さ
ん熱心に参加されていた。福祉教育担当教諭連絡会は蜜を避けるため各学校を訪問する形
式に変えた。個別対応のため、「質問がしやすくて良かった」「福祉教育について深く聞くこと
ができた」など、個別対応が良かったという教諭が多かった

ボランティア活動育成事業

予算区分

収入（円）

支出（円）

ボランティアセンター事業の一環。ボランティア活動者（登録者）等を対象にボランティア活動
や地域の貢献について、学びの場の提供

　　　　　　　　講師：岡本克己氏　　　50名参加

　（再掲）●ボランティア研修会　3/12（土）すこやか

事業報告

　　小学校10、中学校3　それぞれ個別訪問し、福祉教育の取り組み、助成金の案内を行った

●福祉教育担当教諭連絡会（再掲）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
法外・災害援護

配分金事業
法外・災害援護

配分金事業 第1層（全市）

共同募金 計

20,000 20,000

助成金 計

20,000 20,000

事業概要

事業報告

R2振り返り

法外・災害援護配分金事業

●行路者援助（来所する行路者に対して、電車賃・バス代を程度を渡す)：0件
●火災見舞（市内の火災被災者に対する見舞金)：2件

市内で火災が2件発生し、県共同募金配分を受け、火事見舞い金を払い出した

予算区分

収入（円）

支出（円）

行路者・火災被災者へ、見舞金等を渡す
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 共同募金配分事業
まちなかCafé

運営事業
まちなかCafé

運営事業 第１層（全市）

共同募金 計

726,000 726,000

事業費 計

693,591 693,591

事業概要

R2振り返り

まちなかCafé事業

まちなかcafé運営委員会も開催し、開店できる方法を模索したが、開店することはでき
なかった。しかし、多くの市民から開催を待ち望む声も聞かれ、新年度は開催に向け、
環境整備を行いたい

支出（円）

社会的孤立感の解消及び誰もが気軽に立ち寄れる場所として、勝山サンプラザ内に居場所
を設置し、運営する。また、社会福祉法人が実施する地域貢献事業としても位置付ける

令和2年3月4日～新型コロナウイルス感染拡大防止のため閉店

予算区分

収入（円）

事業報告

　　各施設の情報交換等を行った

・まちなかcafé運営委員会

　　令和2年9月2日開催　10名出席

　　環境整備（手洗い場の設置等）ができないことから、再開は見送られた

開催していた頃の「まちなかcafe」

24



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業
生活福祉資金

貸付事業
生活福祉資金

貸付事業 第１層（全市）

県社協受託金 計

1,367,000 1,367,000

人件費 事業費 計

911,000 456,000 1,367,000

事業概要

事業報告

R2振り返り

貸付相談件数　　9件（前年度　相談件数　7件）
※生活困窮者自立支援事業担当職員とも連携して相談に対応した
新規貸付件数　0件
償還完了件数　0件
延滞利子支払免除件数　0件

コロナ特例貸付件数（緊急小口資金・総合支援資金）
緊急小口資金　　　　　　29件（内１件償還済み）
総合支援資金　　　　　　9件
総合支援資金（延長）　　1件
貸付に至らなかった相談　　8件

コロナ禍で「緊急小口資金（特例貸付）」「総合支援資金（コロナ特例）」が追加され、これらの
貸し付けが増加した。中には気になる世帯もあり、貸し付けが妥当か迷うこともあったが、国・
県からのマニュアル通りに実施せざるを得なかった

生活福祉資金貸付事業

予算区分

収入（円）

支出（円）

低所得者や高齢者、障害者の自立した生活を経済的に支えるとともに、世帯の福祉及び社
会参加の促進を図る
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

法人運営事業 資金貸付事業 小口福祉資金貸付事業 小口福祉資金貸付事業 第1層（全市）

償還金 計

235,000 235,000

事業費 貸付金 計

84 376,000 376,084

事業概要

事業報告

R2振り返り

小口資金貸付事業

延べ件数
●貸付件数　34件　　376,000円
●返済金　　 57件　　235,000円
●貸付残のある方　 　21件　　397,000円

貸付と償還を繰り返す方には、生活困窮者自立支援センター相談員と共に関わった

予算区分

収入（円）

支出（円）

当座の資金不足により生活が行き詰った方へ小口で一時資金を貸し付ける
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業
生活困窮者

自立支援事業
生活困窮者

自立支援事業
生活困窮者自立相談

支援事業 第1層（全市）

市受託金 計

10,600,000 10,600,000

人件費 事業費 事務費 退職積立金 計

9,503,000 378,000 22,000 697,000 10,600,000

事業概要

R2振り返り コロナ禍で失業者等よりの相談増加が見込まれたが、貸付のみに終わった

収入（円）

支出（円）

生活困窮者自立支援事業

予算区分

生活困窮者支援法に基づき、生活に困っている人からの相談を受け、抱える課題を把握し、
本人の気持ちに寄り添いならが自立した生活を支える。また、必要な人には計画を立てて支
援を実施する。関係機関や市役所内の各部署の連携が図れるように働きかける

●相談員の研修
・令和2年度生活困窮者自立支援制度におけるブロック別研修
　　　　12月9日（水）～10日（木）オンライン研修　2名
・第7回生活困窮者自立支援全国交流大会　オンライン研修
　　　　全体会　11月23日（月 祝）3名、1月11日（月 祝）1名
　　　　分科会　11月29日（日）2名、12月 5日（土）1名、12月 6日（日）1名、12月12日（土）1名
　　　　　　　　　 12月13日（日）2名
・令和2年度第3回ひきこもり支援関係機関職員研修会　9月25日（金）オンライン研修　2名
・住民に求められる包括支援体制の構築を目指すセミナー　11月10日（火）オンライン研修　2
名

生活保護に至らないようにするために生活困窮者に対する「第2のセーフティネット」として、包
括的に支援を実施した。また、生活困窮者の早期把握や見守りのための地域ネットワークの
構築、働く場を広げていくことに努めた

●必要なアセスメント、プラン兼事業等利用申込書（案）を本人と共同で作成、支援調整会議
で支援内容について検討、評価を行いながら包括的・継続的な相談支援
・新規相談　29件、プラン作成12件 、就労者数6件、生活保護につないだケース2件
・必要時に貸付相談へつなぐ
・支援調整会議　11回、支援会議　１回

●関係機関との連携
・自殺対策関係機関連絡会　8月11日（火）13:30～　2名
・子育て支援研修　制度説明　12月24日（木）13:30～15:00

●広報・啓発事業の実施
・社協広報誌「社協からこんにちは」R2.7・9月発行
・こころ“ほっと”相談　8月23日（土）13:30～15:30

事業報告
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業
生活困窮者

自立支援事業
就労準備支援事業 就労準備支援事業 第1層（全市）

市受託金 計

3,041,000 3,041,000

人件費 事業費 退職積立金 計

2,718,000 141,000 182,000 3,041,000

事業概要

R2振り返り

生活困窮者自立支援・就労準備支援事業

予算区分

自立相談支援のなかで、直接ハローワークに繋げるなどして、就労に至ったため、就労準備
支援事業の対象者となる方はいなかった

収入（円）

支出（円）

「社会との関わりに不安がある」、「他の人とコミュニケーションがうまくとれない」など、直ちに
就労が困難な方に６カ月から１年の間、プログラムにそって、一般就労に向けた基礎能力を
養いながら就労に向けた支援や就労機会の提供を行う

自立相談支援機関のアセスメントに基づき、就労準備支援の必要性がある方が対象となる

●アセスメントを行い、就労準備支援プログラム作成、月1回程度の振り返り評価を行いなが
ら1年を基本として実施。
・支援内容：日常生活自立に関する支援、社会生活自立に関する支援、就労自立に関する支
援
　　　　ハローワークへの同行、就労後の定着支援、他関係機関との連携など
・就労準備支援室を（金）13～17時開設
・制度説明・提案　2件、事業実施　0件

●就労準備支援担当者の研修
・第7回生活困窮者自立支援全国交流大会　オンライン研修
　　　　全体会：11月23日（月 祝）、1月11日（月 祝）
　　　　分科会：11月29日（日）、12月 5日（土）　12月 6日（日）、12月12日（土）、12月13日（日）
・令和2年度第3回ひきこもり支援関係機関職員研修会　9月25日（金）オンライン研修

事業報告
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業
生活困窮者

自立支援事業
家計改善支援事業 家計改善支援事業 第1層（全市）

市受託金 計

3,600,000 3,600,000

人件費 事業費 計

3,400,000 200,000 3,600,000

事業概要

R2振り返り

生活困窮者自立支援・家計改善支援事業

家計改善が必要な方に家計相談を行うことで滞納などが解消された方もいるが、相談では改
善ができずに終了された方もいた

予算区分

収入（円）

支出（円）

自立相談支援機関において、経済的な問題に背景がある相談者に対して家計の視点から相
談支援を行う。家計改善・家計再生プランを作成し、自ら家計を管理する意欲、能力を高め、
経済的困窮より脱却できるよう支援していく

自立相談支援機関のアセスメントに基づき、家計改善の必要性があると支援調整会議で検
討された方が相談対象となる

●支援員研修
・第7回生活困窮者自立支援全国交流大会　オンライン研修
　　　　全体会　11月23日（月 祝）、1月11日（月 祝）
　　　　分科会　11月29日（日）、12月 5日（土）　12月 6日（日）、12月12日（土）、12月13日（日）

●アセスメントを行い、家計再生プラン（案）を本人と共同で作成し、支援調整会議で支援内
容について検討し支援決定を受け約1年間を基本として相談を実施。　定期的に評価を行い、
必要時には再プランを作成した。
　　支援内容：家計計画表、キャッシュフロー表を作成し家計の見える化を行う
　　　　滞納（家賃、税金、公共料金など）の解消や各種給付制度等の利用に向けた支援
　　　　債務整理に関する支援（多重債務者相談窓口との連携）
　　　　貸付けのあっせん　　など
・制度説明・提案　11件
・家計再生プラン1件、再プラン作成1件

●関係機関との連携
・日常生活自立支援事業　　　制度紹介3件

事業報告
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営
生活困窮者

自立支援事業
生活困窮者

自立支援事業
子ども見守り
宅食支援事業 第1層（全市）

市受託金 計

980,000 980,000

人件費 事業費 固定資産 計

594,469 266,531 119,000 980,000

事業概要

事業報告

R2振り返り

子ども見守り宅食支援事業

対象家庭が多くはないが、細かい配慮を必要とする。信頼関係の構築が難しい

予算区分

収入（円）

支出（円）

勝山市福祉・児童課と連携し、市内の気がかりな子どもがいる家庭に対し、食料の提供を通
じて、子どもの安否確認など子どもや家庭の状況を把握するとともに、必要に応じて生活習慣
の習得支援や学習支援を行い、他機関との協同で困りごとに対応する

子育て相談室職員が同席のもと、気がかりな子どもがいる家庭の保護者に対し、事業の説明
や事業実施の同意を得た。
●実施内容
・実施回数　：　2回　3/22(月）、3/29（月）16：00～19：00
・場所　　　　：　すこやか　創作活動室２
・対象世帯　：　9世帯

3/22 お弁当（魚治）

寄附でいただいたインスタントのカップみそ汁を

対象家庭の母子が選んでいる様子
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

法人運営事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 生活支援体制整備事業 第1層（全市）

市受託金 計

9,615,254 9,615,254

人件費 事業費 事務費 助成金 計

1,342,000 648,604 64,650 7,560,000 9,615,254

事業概要

　・地域いきいきサポーター養成講座　3月19日　2名受講

　・地域個別支援　151回

　・コーディネーター自主研修（1層・2層合同）　2/17

R2振り返り

　　（3）福井県生活支援コーディネーター養成全体研修会受講　3月2日

　　　　　　　　　　　　　　　　 村岡地区：「永平寺町ご近助タクシー事業」視察　18名参加

　・各地区社協、各区長会への事業説明

【2層の生活支援コーディネーターとの連携した活動】

▶まちなかcaféの運営（　　ページに掲載）

▶買物支援体制の構築　　平泉寺地区：「買い物に行こうよ事業」年間6回　30名参加

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3地区で買い物アンケート　回答数61

　　②内容：「どう過ごす？新型コロナ時代」講師：福井大学医学部地　山村　修　医師

　　③内容：「新型コロナウイルスとともに生きる（生活する）ということ」

【1層の生活支援コーディネーターの活動】

●一人暮らし高齢者、高齢者世帯の生活支援サービスのコーディネート　個別支援　59回

　・関係機関とのネットワークづくり

　　（1）勝山交通、片づけハッチくん、勝山市総務課・地域包括支援センター、民生委員

　　（2）地域ケア個別会議への参画　年2回

　　　　ケアブレイクかっちゃま、ダイナム地域共生部

生活支援体制整備事業

こんな時だからこそ…という課題を投げかけることができた。呼応し、地域で考える機会が増
した。市社協としてはR1年度に比べ、地域へ出向く回数が増加した。しかし、地域ごとに考え
が様々で、活動ができた地域とできなかった地域で格差が大きく開いた

　　内容：新型コロナウイルスを正しく知ろう

●集落単位研修会　年間22回

●生活支援ネットワーク会議の開催（地区社協コーディネーター連絡会）　年11回

【その他】

▶ふれあいサロン、給食サービス、地域ぐるみ雪下ろし事業の実施や取りまとめ

●地区ごとの研修等の開催　各地区3回以上開催　　参加者合計　472名

　　①内容：「勝山市版　新しい生活様式」を取り入れたふれあいサロンの開催について

●全市一斉研修　11/21　　参加者　24名

▶ケアブレイクかっちゃまへの参画

予算区分

収入（円）

支出（円）

助け合う地域づくりに向け関係機関ネットワーク会議の開催、生活支援コーディネータの設
置、地域の課題解決の場と新たなサービスを構築をする。併せて、まちなかCaféを核にした
支援を考える

事業報告
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

介護保険サービス事業 介護保険サービス事業 老人ホームヘルプ事業 老人ホームヘルプ事業 第１層（全市）

介護保険 利用料 その他の事業 施設整備 その他の活動

26,369,844 3,412,738 500,371 168,629 140,105

計

30,591,687

人件費 事業費 事務費 固定資産 退職積立金

23,098,835 2,423,628 185,936 261,786 1,097,000

その他の活動 計

33,552 27,100,737

事業概要

R2振り返り

年間通して感染予防に努めた。前半は看取りへの対応が目立ったが寄り添うケアができた。
コロナ禍で、ディやショートの受け入れ中止等があり、ヘルパーへの訪問依頼が増加した。後
半は、大雪で利用者の冬期入所が増えた。雪害時の対応としては、二人体制での対応や訪
問時の送迎を実施し、サービスが滞ることのないように努めた

老人ホームヘルプサービス事業

予算区分

介護保険法に基づくホームヘルプ事業の実施、介護保険対象外や、介護保険外サービスを
希望される方に対して、30分1,000円で「あんしんサービス」を提供する

収入（円）

支出（円）

事業報告

＊毎回研修

終了後には

個別伝達会

議、伝達事

項を実施し、

サービスの

統一を図っ

ている。

利用者の自立を目的に身体介

護、生活援助を行った。

訪問依頼は朝・夕に集中する

ことが多い。

今まで長期に利用のあった

方も高齢となり、入院・入所す

る方が増加した。

年度 令和２年度 令和元年度

派遣利用者数 545人 560人

派遣回数 7681回 7131回

稼働時間 5148時間20分 5092時間55分

　内部研修
4月
5月

倫理要綱と法令遵守について

7月
8月
9月

11月
1月
2月
3月

外部研修　年2回

＊サービス提供責任者会議　月1回　年間12回
老人ホームヘルプサービス事業実績

2月　介護サービスに関する情報交換会（リモート）　2名
　　　高齢者支援について日頃業務で感じる悩み等

6月

10月

防災・防火について
雪害の振り返りについて
研修報告・一年のまとめ

3月　県ホームヘルプサービス事業協議会　従事者対象セミナー（リモー
ト）　1名、ホームヘルプサービスの業務範囲、令和3年度介護報酬改定

＊ミーティング　火曜日（月2～3回）　年間34回

防災について　1回目
防災について　2回目
認知症について（各自に資料配布）
コロナ禍における救急法

プライバシーの保護について
接遇研修（各自に資料配布）

感染対策について（厚生労働省の動画）
食中毒と衛生管理・発生防止について（各自に資料配布）

コロナ感染拡大防止の為中止
手順見直し（在宅にて各自行う）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

介護保険サービス事業 介護保険サービス事業 老人ホームヘルプ事業 あんしんサービス事業 第１層（全市）

事業収入 計

362,750 362,750

人件費 計

200,000 200,000

事業概要

事業報告

R2振り返り

あんしんサービス事業

障害サービスにつながるまでの間の利用や、介護保険では対応外となることについてサービ
スを提供することができた

予算区分

収入（円）

支出（円）

施設利用の方が一時帰宅されたとき、または、介護保険対象外の方や、障害サービスで認め
られてないサービスを希望される方に対して、30分1,000円でサービスを提供する

年度 令和２年度 令和元年度

派遣利用者数 40人 30人

派遣回数 206回 154回

稼働時間 172時間25分 110時間30分

支援内容

ペットの世話（介護計画に基づく）

衣替え

安否確認（利用者の家族への支援）

通院介助（介護保険報酬対象外の部分）

買い物支援（障害者）

実績表

33



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲
介護保険サービス

事業
介護保険サービス

事業
介護予防支援 予防ケアマネジメント 第1層（全市）

介護保険 計

1,652,180 1,652,180

計

0

事業概要

R2振り返り

介護予防支援事業

コロナ禍で、利用者の状態が悪化するケースが見られた。他事業所も状況・態勢が常に変化
し対応に追われた。本人・家族も不安な状況下にあり、そこに寄り添った

予算区分

収入（円）

支出（円）

介護保険法に基づく介護予防・日常生活支援総合事業に基づく予防ケアマネジメントの実施

事業報告

・介護予防計画作成数　　276件（前年比　+16件）
・総合事業計画作成数　　102件（前年比　-14件）

・介護予防事業と総合事業の合計件数的には前年比と大きな変わりはない。
・通所介護・訪問介護の利用のみであった。利用者の状態悪化に応じて、サービス内
容の変更や、総合事業から介護予防事業へ変更することが多くなってきている。
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲
介護保険サービス

事業
介護保険サービス

事業
介護給付 介護給付 第1層（全市）

介護保険 その他の事業 施設整備等 その他の活動 計

20,393,840 47,299 267,701 30,300 20,739,140

人件費 事業費 事務費 固定資産 退職積立金

17,746,825 2,429,386 74,009 267,701 1,135,000

計

21,652,921

事業概要

R2振り返り

事業報告

・介護保険計画作成数　1,390件（前年比　-98件）

・特定事業加算（Ⅲ）を算定
・令和元年は、専任3名・兼務2名体制で対応していたが、令和2年度は専任3名・兼務
1名体制となった。介護支援専門員の人数が1名減となったが、目標件数をクリアでき
るよう日々努力を重ね、新規件数も極力受けるようにしてきた。しかし、利用者の状態
悪化や、家族の介護負担の増にて、入所を希望する件数も多くなったため、最終的に
は前年比マイナスとなった。
・当事業所の特性として多問題（生活困窮・虐待等）の案件が多い

コロナ禍で、利用者の状態が悪化するケースが見られた。他事業所も状況・態勢が常に変化
し対応に追われた。施設・病院等の面会制限で、本人・家族も不安な状況下にあり、そこに寄
り添った

介護給付事業

予算区分

介護保険法に基づき、利用者が、その有する能力に応じ、自立した日常生活を営むことがで
きるよう、利用者の選択に基づき、適切な居宅介護支援サービスを提供する

収入（円）

支出（円）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲
介護保険サービス

事業
介護保険サービス

事業
要介護認定調査事業 要介護認定調査 第1層（全市）

介護保険 計

161,700 161,700

計

0

事業概要

R2振り返り

要介護認定調査事業

コロナ禍で、利用者の状態が悪化するケースが見られ、区分変更申請の増加にて、担当介護
支援専門員による調査が減少した

予算区分

収入（円）

支出（円）

介護保険法に基づき、要介護認定調査対象者を調査し、市へ調査票を提出する

事業報告

・介護認定調査件数　　　　49件（前年比　-22件）

介護保険の有効期間が最大3年に延び、その対象者の増加と、利用者の状態が大き
く変化したことで、有効期間中の区分変更申請の件数が増加したため、認定調査の
件数は大幅に減少した

36



拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

市補助金 自立支援給付費 利用料 その他の事業 施設整備

259,000 13,268,835 239,605 1,980 816,020

計

14,585,440

人件費 事業費 事務費 固定資産 退職積立金

9,305,626 642,915 19,654 1,449,620 293,000

計

11,710,815

事業概要

事業報告

R2振り返り

身体障害者ホームヘルプサービス事業

感染予防に努めながら訪問した。親が要介護となり、障害者自身が介護者となる家族構成の
中、障害者本人への支援の必要性からサービス提供となったケースが増加した。危機管理の
観点からも、きめ細やかな配慮を必要とする

第1層（全市）

障害者総合支援法に基づく、訪問介護事業（居宅介護サービス、強度行動援護、同行援護、
移動支援）。計画以外のサービスを希望される方を対象に「あんしんサービス（30分1,000円）」
の実施

　

収入（円）

支出（円）

予算区分 障害福祉サービ
ス事業

障害福祉サービ
ス  事業

身体障害者ホームヘル
プサービス事業

身体障害者ホームヘル
プサービス事業

令和２年度 令和元年度
利用延人数 254名 203名
延訪問回数 2719回 2186回

外部研修 年2回

２月 介護サービスに関する情報交換会（リモート） 2名

高齢者支援について日頃業務で感じる悩み等 、

３月 県ホームヘルプサービス事業協議会 従事者対象セミナー（リモート） １名

ホームヘルプサービスの業務範囲、

令和3年度介護報酬改定

内部研修 年間１０回（詳細は、老人ホームヘルプサービスに掲載）

同行援護 （外出先での支援）

居宅介護支援
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲

障害者福祉サービス事業
障害者福祉サービス事

業
障害者計画相談支援 計画相談支援事業 第１層（全市）

自立支援給付 障害児給付 その他の事業 利息収入 施設整備

3,442,790 1,479,790 189,760 66 357,170

その他の活動 計

15,930 5,485,506

人件費 事業費 事務費 固定資産 積立金

2,546,035 434,611 10,910 357,170 60,066

計

3,408,792

事業概要

計画相談支援・障害児相談支援は、9年目。昨年同様に相談支援専門員（兼務者）4名体制で

対象者のプラン作成、障害程度区分調査（委託）を行った

相談支援給付費

［計画作成］ 令和2年度 令和元年度

障害者 66件 40件

障害児 29件 33件

［モニタリング］ 令和2年度 令和元年度

障害者 157件 136件

障害児 53件 72件

R2振り返り

事業報告

担当者会議　26件　　

モニタリング　7件

初回加算　6件

コロナ禍で、会わない配慮をし電話対応もした。相談員の不足から、依頼があっても受託でき
ないことが増えた

障害者計画・相談事業

予算区分

障害児・者の自立した生活を支え、課題解決やサービス利用のケアマネジメントを行う

収入（円）

支出（円）

認定調査委託23件

（前年度 17件）
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲
障害者福祉サービス

事業
障害者福祉サービス

事業
障害者相談支援事業

障害者生活支援
センター事業 第1層（全市）

市受託金 計

4,720,000 4,720,000

人件費 事業費 事務費 退職積立金 計

4,254,000 107,531 10,469 348,000 4,720,000

事業概要

●相談     

R2振り返り
行政や、他の相談員との情報共有を図るため、毎月連絡会を開催できた。自立支援協議会
でガイドブックの制作に取り組み、完成させることができた

予算区分

収入（円）

支出（円）

障害を持つ方が地域で暮らし続けることを目的に適切な相談と支援を行う。また、奥越障害
者自立支援協議会の運営に参画し、新たな資源の開発等を行う

障害者相談支援事業

‣ピアカウンセリング
　　‣勝山ケース連絡会　　　　　　　　　月1回（第3水曜日）
　　‣奥越圏域就労支援連絡会　　　　4月　1回のみ開催
　　‣奥越地区障害者自立支援協議会　全体会　0回　　運営会議12回　　専門部会3回
　　‣部会内容　　　（ⅰ）発達障害・教育支援部会　1回
　　　　　　　　　　　 （ⅱ）生活・居住支援部会　　　　1回
　　　　　　　　　　　 （ⅲ）日中活動・就労支援部会　1回
　　‣相談支援連絡会　月1回

本人・家族710件、関係機関との相談・調整148件、ケース連絡等25件、ケア会議26件

●委託相談支援事業　 （ⅰ）地域啓発
　　　　　　　　　　　　　 　 （ⅱ）福井県自立支援協議会に参画

事業報告

「障害者生活支援センター」のパンフレット
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業名 事業展開範囲
障害者福祉サービス

事業
障害者福祉サービス

事業
障害者社会参加

促進事業
障害者社会参加

促進事業 第1層（全市）

市受託金 計

300,000 300,000

事業費 計

300,000 300,000

事業概要

R2振り返り

　・ITサポート相談　随時対応

障害者社会参加促進事業

　（4/8～6/3までは新型コロナウイルス感染防止のため休業した）

　・障害者生活支援センターホームページの運営管理　http:/www.katuyama-sk.jp

「たまり場」の利用者は減少傾向だった。一方で、毎回楽しみに利用される方もおられた

予算区分

収入（円）

支出（円）

地域の中で障害を持つ方が生活しやすいように社会参加を促進する事業の展開と、家族や
関係機関・地域での障害理解が進み、権利擁護できるように事業を通じて働きかける

事業報告

　・啓発事業　3月21日（日）　勝山サンプラザ前にて啓発アンケート調査　100名

　・権利擁護講座「成年後見講座」→新型コロナウイルス感染拡大により中止

　・啓発事業　おくえつ文化祭→新型コロナウイルス感染拡大により中止

　・収穫祭→新型コロナウイルス感染拡大により中止

　・たまり場café　毎週2回（月・水）13：00～17：00　延べ275名

　・当事者の会の育成　中途障害者「リラの会」、在宅障害者「ふれあいの部屋」支援
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

公益事業 成年後見事業
勝山市社協

法人後見事業
サポートセンター

「ささえ愛」 第1層（全市）

共同募金 事業収入 受取利息 計

57,000 1,910,000 24 1,967,024

人件費 事業費 事務費 計

668,165 176,649 15,349 860,163

事業概要

事業報告

R2振り返り

勝山市社協成年後見センター「ささえ愛」事業

被後見人の死亡で終了するケース（2件）もあったが、新規受任するケースもあり、総受任数
は変わらなかった。市長申し立てによる受任もあり、各関係機関との連携を図ることができた
今後、社協として何ケース受任できるか検討が必要

・新規受任件数2件、現在9件（高齢2件、障がい7件）
・相談延件数　10件
・専門相談件数（弁護士）　延7件
・運営委員会　2回開催　7/22、3/24
・普及啓発講座：
新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
・申立て支援

予算区分

収入（円）

支出（円）

何かしら障害があっても、自分の地域で、いつまでも自分らしく安心して暮らしていくための相
談・支援
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拠点区分名 サービス区分名 階層名 事業タイトル 事業展開範囲

公益事業 喫茶会計 喫茶会計 喫茶経営 第1層（全市）

売上金 受取利息 計

1,886,590 225 1,886,815

人件費 事業費 事務費 計

817,407 1,219,261 13,650 2,050,318

事業概要

R2振り返り

社協喫茶経営事業

事業報告

前半は会館の貸館が中止され、来館者がなかった。「すこやか」で勤務する職員も外部の飲
食店への弁当発注（コロナ支援）などで利用が減少した

前半は会館の貸館が中止され、来館者がなかった。「すこやか」で勤務する職員も外部の飲
食店への弁当発注（コロナ支援）などで利用が減少した

予算区分

収入（円）

支出（円）

福祉健康センター「すこやか」利用者の憩いの場として、創意工夫を重ね飲食の提供を行い、
経営の安定を図る

たまご丼

カレーライス

3番入口外看板

営業中の風景
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